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分でする習慣をつけること�がまず必要である。それ�

は洗濯や食器洗いであった�り，電球の交換であった�

りする。�

　子ども�（そ�し�て成人の男性）�が家事をすることを普�

通「お手伝い」と言う。だ�が家族の一員でありなが�

ら�「お手伝い」�ということで本当によいの�だろうか？�

親が「お手伝いをさせてい�る」という意識だと，子�

どもは言われたことをこな�すだけ。それが続けば，�

大学生になっても就職�し�ても居候状態。今問題�にな�

っている「指示待ち人間」�へまっ�し�ぐらになるので�

は？�

　家事はみんなで分担する�のが当たり前という雰囲�

気を子どもの時から家庭内�につくると，家事を通�し�

て責任感が形成され，�自立に結びつく。�「ママ，�ト�イ�

レ�ッ�ト�ペーパーもうないよ」�ではなく，�「�ト�イ�レ�ッ�ト�

ペーパー，�そろそろなくなるから買�ってくるよ」�，�「夕�

食のおかず，最近，出来合�いばかりだね」と文句を�

言うのではなく，�「家庭科で習った料理，�つくってみ�

るよ」と提案させ，それを�実践するように指導する�

ことがよいように思う。�

　日常的に家事をこな�し�ていくうちに，子ども�は家�

族の一員と�し�て行動するようになるばか�りか，家事�

をする上での工夫を�し�，仕事の段取りも覚える�よう�

になる。何より大切なのは�，自分は家族の役に立っ�

ている，存在価値があると�思え，自信力がつくこと�

だ。�

日本の子どもと自�信力�

　数年前に日本，中国，�スウェーデン，アメリカの�

15歳の子ども，�約４千人を対象に自己肯�定感�（わた�し�

は自信力と呼んでいる）�などの意識調査を�し�た。�残念�

なことに，日本の子ども�は他の３カ国の子どもの自�

信力の５～６割�し�かなかった。�「自分には誇るものが�

ある」�「役に立つ」�「存在価値がある」という�思いを�

日本の子どもはあまり持�てないのだ。�

　原因と�し�て親に愛されているという�安心感が欠如�

し�ている，相談する人がいなく�て孤立感があるなど。�

また「自分は自立�し�ていない」という思いも�自信力�

が低調であることと深い�関係がある。�

　どこの国の15歳も「自�分は自立�し�ている」と思っ�

ているグループのほうが�，そうでないグループより�

も自信力の値が高かった�。だがここで注目すべきは�，�

日本は自立�し�ていると思う・思わない�で自信力の差�

がもっとも大きく表れた�ということ。つまり日本の�

場合，自立が自信を手に�するための大きな決め手に�

なるのだ。子どもたちに�もっと自立訓練を�し�ていく�

必要があるのではないだ�ろうか？　自立すればもっ�

と自信が持て，自信があ�ればもっと自立できる，と�

いう循環が生まれるよう�に�し�たい。�

　�

自立心を育てるた�めの家事分担�

　では自立心を育てるに�はどう�し�たらよいか？　自�

立とは自分のことは自分�でする，自分のことは自分�

で決めるということなの�で，身のまわりのことを自�

カワチ　カズコ�
　思春期の子�ども，若者，�女性，黒人など�，経済力，政治�力をあまり持�っていないマイ�ノリティ・グル�ープの意識調�査・研究をおこ�なっている。最�近�

の著書は『13歳からの自�信力：もう少し�自分を変えた�いあなたへ』�（朝日新聞社）�／�『自信力が学生�を変える：大�学生意識調査か�らの提言』�（平凡社）�／�

『自信力はど�う育つか：思�春期の子ども世�界４都市調査か�らの提言』�（朝日新聞�社）�など。�



KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.42-3　32　KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.42-3

山�
田�
　�
綾�

　�
　　�

［特集］�
自信や自己肯定感を�
育む指導�

「
自
己
肯
定
感
を
育
む
」こ
と
を�

　
　
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か�

性が失われ，人々は提供される範囲内で商品�

を選択�し�て自己を表現するようになった。参�

考文献の中西氏によれば，�消費社会化は，�「一�

人一人の文化行動がもっぱら文化商品を選択�

する行為になっている」ところに特徴と問題�

がある。特に，その内部で育つ子どもたちに�

とっては「成長」のイメージや他者との関係�

の変質を意味する点に注目する必要がある。�

　まず，�「成長」�は自分をどのように見せるの�

か，つまり「変身」と�し�て捉えられるように�

なったという。もはや，成長は内面をつくる�

ことを意味�し�ない。内面が想定されないとき，�

他者との関係においては，これが私だと外側�

から一目でわかるキャラクターが必要になる。�

また，個別化は，個人に光を当てオンリーワ�

ンと�し�ての個性を求めるが，装う商品は予め�

決まっているから，個体と�し�ての自分のキャ�

ラクターをつくることになる。�

　一方，他者との関係は，�「見えている」�と確�

認�し�合う場となる。友達関係は，互いの承認�

関係を脅か�し�てはいけないというルールに支�

配されるため，つながってはいるが，気遣い�

と配慮を必要と�し�，抑圧的で暴力的になる。�

　以上，詳述できないが，自由選択であるはずの�

消費文化は，商品化と個人化を原則とするため，�

そのままでは抑圧的な関係をもたらしてしまう。�

　他方，�競争社会は，�子どもを序列化�し�，�「優�

勝劣敗」により分断�し�てきた。何より，学び�

が有�し�ていたはずの共同性を消失させ，知の�

イメージを変質させてきた。知は，共有�し�て�

こそ意味がある。�し�か�し�，受験により，子ど�

もたちは，知を個人の内部にため込み，試験�

で活用�し�，自分と他者を序列化するものと�し�

て意識�し�，知の生成の場から離れることで�し�

か，対等な関係が結べないと感�じ�て�し�まう。�

　�

3．世界・他者・自己との出会いをつくる�

　今，求められていることは，世界を読み開�

く活動を通�し�て，声を聞き取る関係をつくり�

だ�し�ていくことではないだろうか。�

　家庭科では，受験と距離をおき，家庭の事�

実から，調査・実験�し�たり，ものをつくった�

り�し�て，家庭と社会のあり方を子どもと一緒�

に検討することができる。特に，ファッショ�

ンなど子どもが生きる消費文化自体を取り上�

げて検討できる。小学校の総合学習で，子ど�

ものこだわりである「ポケモン」を手がかり�

に，ポケモン商品に関する調査隊を結成�し�，�

商�店�街�の�お�と�な�に�出�会�い，マ�ル�チ�・�メ�デ�ィ�

ア�・�マ�ー�ケ�テ�ィ�ン�グ�と�い�う�消�費�文�化�（�市�場�の�

文�化�）�の�現�実�を�小�学�生�な�り�に�検�討し�た�報�告�が�

ある�（原田氏）�。子どもたちは，社会，友達，�

自分の知らない面に出会い，関係を紡ぎ直�し�

ている。�

　また，家庭科では，調理などものづくりを�

きっかけにできる。不登校の子やつっぱりグ�

ループが，調理実習をきっかけに授業に参加�

する実践が報告されてきた。こう�し�た実践に�

おいて注意�し�たいことの一つは，�「ものをつく�

る」という行為だけでは，一時的な自信や癒�

し�に�し�かならないということである。人は，�

対象に働きかけ変形することで，自己を確証�

できると言われてきた。�し�か�し�，その時でさ�

え行為�（の意味）�を認識するには他者，つまり�

「コミュニケーション的行為」を必要とする�

（ユルゲン・ハーバーマス）�。ものづくりから，�

どのような世界を発見できるか，考える必要�

がある。もう一つは，そこにある権力関係を�

読み開く，あるいは家庭と社会のあり方を批�

判的に検討することである。最後に，仲間や�

おとなとの出会いを学びに意識的に組み入れ，�

子どもと対話を重ねることである。他者に拒�

否されることを恐れず関わり合えるとき，子�

どもは安心できるのではないだろうか。�

　そう�し�た学びの世界を家庭科から立ち上げ�

ていくことが，今，求められている。�
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1．何をどのように問題化するのか�

　これまでも，諸外国と比べ，日本の子ども�

たちの自己肯定感が低いこと，特に女の子の�

低さが注目されてきた。原因と�し�て，受験競�

争の圧力や女の子／女性に対する処遇など社�

会の体制が問題にされてきた。さらに近年，�

自分の存在を確かなものと�し�て実感できない�

子どもたちの生き難さが指摘されている。�

　他方で，教育政策では�「�人間力」�と�し�て�「ポ�

ジティブであること」が求められている。ポ�

ス�ト�近代社会を迎え，コミュニケーション・�

スキルや創造性など抽象的で曖昧な力が求め�

られる一方で，�「心のあり方」�が自己責任と�し�

て問題にされているのである。�

　自己を肯定できる方がよいであろう。�し�か�

し�，それが必要であると，今語ることや，そ�

れを育む指導については，注意が必要である。�

　抑圧的関係をそのままに，�「○○ができれば�

自信がつく」などの個人へのアプローチは，�

ポジティブであることを子どもに強い，自信�

がある「フリ」をさせることになりかねない。�

　子どもたちの生き難さを社会との関係で検�

討�し�，どのような働きかけが必要かを丁寧に�

考えてみることが必要ではないだろうか。�

　�

2．子どもが生きる世界と生き難さ�

　自分という存在を確認するには，自分の声�

が聞き取られ，他者の声を聞き取る関係が不�

可欠である。�し�か�し�，そう�し�た関係が成り立�

ちにくくなっている。その要因をみると，一�

つは消費文化の浸透である。もう一つは，競�

争社会であり，自己責任を基調とする1990年�

代以降の教育政策である。�

　日本の消費文化は，子どもをターゲッ�ト�に，�

広い範囲のコミュニケーションにまで浸透�し�

ている点で世界に類がない。�

　1970年代以降，あらゆるモノが商品化され，�

電話から携帯電話へと販路拡大のために個人�

化された。その結果，共同でものをつくった�

り，商品を共有することで存在�し�ていた共同�

ヤマダ　アヤ�
愛知教育大学教育学部教授。共著『新しい授業づくりの�
物語を織る』（フォーラム・A，2002）／『衣食住・家�
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釘が突き抜けずに正�し�く打てたね」この言葉�

がけが生徒に自己肯定感を味わわせる。また，�

ほめる内容の視点が生徒の自己評価の観点に�

なってくる。�

　�

2．実生活と結びつけ学習意欲を�

　現在，技術・家庭科では，学習�し�た知識や�

技術などが実生活で十分生かされていないと�

の指摘がある。�

　私は，�「生活の中から，�題材をもらって，�生�

活に返�し�ていく」ことをとお�し�て，実生活と�

常につながりをもつことが重要であると考え�

ている。�

　例えば，�住生活において，�「安全な住まいに�

するためには，自分と�し�てどのように取り組�

めばよいか」�。�学習�し�たことが，�すぐに生活に�

返せる。�

　�し�か�し�ながら，今すぐには生活に返せない�

ものもある。遠い将来において，生活に生か�

し�ていく「知恵」となればよいと考えている。�

　このように，実生活と常に結びついていく�

ためには，生活をイメージする教師の投げか�

けや身近な出来事からの投げかけ，生徒の興�

味・関心を引き出す投げかけなどを継続的に�

行うことが重要である。�

　また，ナンバーワンよりオンリーワンとよ�

く言われるが，世界で一つ�し�かない作品づく�

り，こだわりのある作品づくりに取り組ませ�

ることも学習意欲を高めることにつながる。�

　�

3．自己存在感を持たせる授業展開を�

　情報とコン�ピ�ュータの授業では，教員が生�

徒�の�取�組�状�況�等�を�観�察し�，時�に�は，�「Ａ�君�は，�

ミニ先生の免許皆伝」とでも言って，机に△�

の印等を付けてやる。すると仲間が集まって�

きて，分からないところを聞いてくるなど，�

協調�し�て学び合う姿勢が授業の中に見えてく�

る。情報の授業では，Ａ君は，一目おかれる�

ことになる。このことが自己肯定感につなが�

っていく。�

　キーボー�ド�の入力を授業開始の５分間で毎�

日実施する。確実に基礎・基本が身に付くと�

ともに目標達成の喜びを味わう。�

　例えば，�「Ａ君は６級に挑戦」�などのように�

学校全体で段階級をつくり実践�し�ていく。こ�

のような場面を技術・家庭科の授業で意図的�

に多く設定�し�ていくことが重要であろう。�

　栽培の授業では，実のなる野菜栽培から実�

の数や大きさを競う。�「先生，�どう�し�て実が大�

きくならないの」�等の質問が飛んでくる。�「前�

の授業を思い出�し�てごらん」�「プリン�ト�をもう�

一度振り返ってごらん」�「栽培のミニ先生のＢ�

君�に�聞�い�て�ご�ら�ん」�。答�え�を�教�え�な�い。生�徒�

は，必死に調べ，自己解決を図る。このよう�

に，大きな実に�し�たいという気持ちを授業を�

とお�し�て育てていきたい。�

　収穫の時は，みな良い顔を�し�ている。野菜�

を育てる喜びを味わい食べ物を大切にする心�

が芽生えてくる。同時に有能感や自己存在感�

を味わうこととなる。�

　選択技術の授業では，�「解体から技術発見」�

と銘打って，使わなくなった�ド�ライヤーや洗�

濯機などを分解�し�，そこに隠された技術のす�

ばら�し�さを�レ�ポー�ト�に書き留める。また，解�

体�し�た廃品から，資源と�し�て利用できるもの，�

部品と�し�て再利用できるものなどを調べて，�

新たな作品を作る。例えば，洗濯機のタイマ�

ーを利用�し�て体育授業等の計測に活用�し�ても�

らう。先生方や仲間に喜ばれることにより有�

用感や達成感を味わうこととなる。�

　最後に，�「技術・家庭科室が学習意欲を喚起�

する」と言われるように，技術・家庭科室に�

入るとものを創りたくなる。このことが重要�

であり，技術・家庭科教員の役目でもある。�

　大切なことは，�「整備された安全な環境づく�

り」や「掲示の充実」に努めることである。�

　今後は，実践的・体験的な学習活動を中心�

と�し�て，何をねらっているのかを明確にさせ�

ながら３つの要素を機能させていくことが重�

要であると考えている。�

　学習意欲を高めていく授業を展開するため�

には，問題解決的な学習を充実�し�，生徒の中�

か�ら「す�ご�い�な」�「ど�う�し�て」�「何�で」�「先�生，�

教えて」�「先生，知りたい」�などの声が飛び出�

す学習こそ意欲を高める授業の一つであると�

考えている。�

　生�徒�は，�「学�習�の�内�容�に�好�奇�心�を�持�っ�た�り，�

生活をイメージ�し�ながら，もっと知りたいと�

いう内容に接�し�たとき」または「先生の教え�

てくれる内容が，過去の体験や経験に結びつ�

き，実感できたとき」学びが高まり学習意欲�

が向上する。�

　そ�し�て，日々の授業の中で，生徒は，分か�

っ�た�喜�び�（�成�就�感�）�や�完�成�の�喜�び�（�成�功�感�・�達�

成感）�を味わい，�仲間と協調�し�て学ぶことで自�

己の価値を新たに認識�し�，自己を肯定的にと�

らえていく。�

　自己肯定感とは，�

という３つの要素が融合�し�たものではないか�

と考えている。�

　この３つの要素を教科の特性を生か�し�て，�

どのように生徒に学ばせていくかが重要であ�

ろう。�

　�

1．�「ほめる指導」から自己肯定感を�

　生徒の「自信」や「やる気」を引き出すた�

めには，生徒の特性を的確につかみ「ほめる�

指導」を展開�し�ていくことが大切である。�

　�「ほめること」�こそ生徒の自己肯定感につな�

がる。�

　�し�か�し�ながら，�ほめ方に問題がある。�「いい�

ね」�「頑張ったね」�。これではまずい。どこが�

良かったのか。どこを頑張ったのか。この点�

が重要であると考えている。�

　例えば，�「この板材の仕上げ面は，�逆目も出�

ずに均等な厚さできれいに削れているね」�「こ�

の部分の釘打ちは，接合けがき線に沿って，�

「できた」「やればできる」といった有能感�
「役に立っているんだ」といった有用感�
「認められているんだ」という自己存在感�



栄養職員との連携による授業�

お母さんの作る朝ごはん�
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自分にもで�き�る健康づ�く�り�
～第6学年�「朝�ご�はん�を�食べて　�毎日元気」�～�

東京都新宿区立落�合第四小学校　�平井　�美智子�

☆実践から�

［目玉焼きとベ�ーコンとウインナー�のソテー�

　　　　野菜サ�ラダ・パン・オ�レ�ンジジュース］�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

3．おわりに�

　調理の学習は子ども�たちにとって楽�し�みな学習�

のひとつである。�し�か�し�，小学校での実践がこれ�

からの生活にどれだけ�生かされていくかは，その�

学習の�し�かたにかかっていると思わ�れる。�

　食育の学習は学んだ�ことを実践�し�ていく機会を�

多くすることで自信に�つながり，さらには生き方�

の方向をかたち作るこ�とにもなると思われる。今�

回の学習では，多くの�方との連携を得て，子ども�

たちは教科書だけでは�学べない多くのことを知り，�

それが実践への意欲に�つながった。これからも子�

どもの意欲を高め，自�信をもって生きていこうと�

する手助けになるよう�な授業の研究をすすめてい�

きたいと思っている。�

（新宿区小学校家庭科教育研究部共同研究より）�

第２次　作ってみ�よう朝ごはん�

　朝ごはんの調理計画を立�てる時点で，今までと�

大きく違っていたのは，健�康を考えたもの，栄養�

のバランス，また，相手の�ことを考えた料理が多�

くなったことである。いつ�もは，自分の食べたい�

物や作りたい物が中心であ�ったが，明らかに相手�

のことを考えた料理が多く�なっていた。自分の健�

康はもとより，相手の健康�を考えられるようにな�

っていた。�

　ここは，班ごとの調理に�なったが，主食にあわ�

せて料理を考えたり，季節�感のあるもの，嫌いな�

食べ物を食べてもらう工夫�を�し�たりなど，子ども�

たちなりの工夫がみられた�。また，それを実際に�

作り食べ，友だちや大人に�ほめてもらうことによ�

り，私にもできるという自�信がついているのも感�

じ�られた。�

2．実践例�

（1）�題材名�

　第６学年「朝ごはん�を食べて　毎日元気」�

（2）�題材の目標�

・朝ごはんについて調�べ，また，養護教諭や栄養�

職員との学習で，朝ごはんと�健康との関連を知�

り，その大切さに気づく。�

・ゲス�ト�ティーチャー�（保護者）�の実践を見ること�

により，周りの人たちの思い�にも気づく。�

　�

・学んだことをもとに，朝�ごはん作りの実習をす�

る。�

・自分の生活に学習を生か�し�，実践�し�ていく。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（4）�指導の実際�

第１次　朝ごはんの�ひみつ�

　まず，朝ごはんについて�のアンケー�ト�をとって�

みたが，意外にも朝ごはん�を食べていない児童は�

少なく，朝ごはんの大切さ�を認識�し�ていることが�

わかった。さらに朝ごはん�について調べることで，�

さまざまなひみつ�（工夫）�に気づき，関心は高まっ�

ていった。�

　また，栄養職員やゲス�ト�ティーチャーと学習す�

ることにより，朝ごはんの�大切さに気づき自分の�

めあてをもてるようになっ�た。�

小題材名�

第１次�（３時間）�
朝ごはんのひみつ�

主　な　内　容�

・朝�ごは�んに�つい�て調�べ，朝ご�はん�の�ひ�

みつに気づく。�

・朝ご�はん�と健�康と�の関�連に�つい�て栄�養�

職員�（養護教諭）�から学ぶ。�

・朝�ごは�んの�ひみ�つや，作�る人�の思�い�を�

知る�こと�によ�り，自分�の�めあ�てを�見つ�

ける。�

第２次�（３時間）�
作ってみよう�
朝ごはん�

・学�習�し�たこ�とを�もと�に，朝ご�はん�の�調�

理計画を立てる。�

・調理計画をもとに，朝ごはんを作る。�

第３次�（１時間）�
家族といっ�し�ょに�
朝ごはん�

・朝�ごは�んに�つい�ての�学習�を生�か�し�，家�
族のために朝ごはんを作る。�

（3）�指導計画�（７時間）�

　朝ごはんを作ったなかでも，結�
構うまくいきま�し�た。�
　バランスを考えながら作ったの�
で�お�い�し�か�っ�た�で�す。中�学�生�に�
なってもいろいろなご飯を作って�
いきたいです。�（Ａ男）�

　土�日�の�朝�は�よ�く�作�っ�て�く�れ�ま�
す。また，夕食にはみそ汁を必ず�
作�っ�て�く�れ�る�の�で�助�か�っ�て�い�ま�
す。�レ�パー�ト�リーをどんどん増や�
し�てほ�し�いです。�（A男の母より）�

第３次　家族と�いっ�し�ょに朝ごはん�

　第２次の実習を生か�し�，家庭での実践を試みて�

もらった。�

　夏休みや，冬休みを�利用�し�，さらには，休日な�

どの家族みんながそろ�う時に調理ができるように�

家庭への協力もお願い�し�た。�

　その結果，多くの児�童が実践を�し�，それにより�

自信を得て次への実践�の意欲へとつながった。�

　�

　この学習により，自分の�健康は自分で守れるこ�

と，そ�し�て，将来にわたっての健�康づくりの基本�

となる食事の大切さにも気�づくことができた。�

　さらに，お母さんに来て�いただき朝ごはんを目�

の前で作っていただいた。�これは，お母さんの手�

際の良さに驚いただけでは�なく，親の思いを知る�

良い機会にもなった。それ�により，自分たちの朝�

ごはんに対する思いも大き�く変わっていった。�

「早起きを�し�て朝ごはんをゆっくりとり�たい。�」�

「自分でも，作って食べて�みたい。�」�

などの意見も聞かれた。�

1．は�じ�めに�

　食育に関する授業が�さまざまなところで行われ�

ている。食べ物が豊か�になり，季節を問わず，ま�

た，時間に関係なく食�べたいものが手に入る今，�

「何をどのように食べ�ればよいのか」を学ぶこと�

は，将来にわたり健康�に生活�し�ていくためにも重�

要なことと思われる。�

　毎日の食事，給食，�おやつと，子どもたちが食�

べ物を口にする機会は�多いが，ここでは「朝ごは�

ん」を取り上げ学習�し�ていくことに�し�た。それは，�

朝ごはんと健康との関�連からだけではなく，朝ご�

はんのとり方が学校生�活や学力にまで影響を与え�

ているということも起�こってきているからである。�

　また，朝ごはんは一�斉で取り上げやすい教材で�

もあり，小学校の家庭�科の学習を生か�し�やすいと�

いうこともあり，自分�たちで意識�し�て学習を�し�て�

いくことができる教材�であると思われた。�

　ここではまず，自分�の生活を振り返り，朝ごは�

んについての意識を高�めていくことから始めた。�

さらにこの学習では養�護教諭，栄養職員，保護者�

など，さまざまな方々�の協力を得て，家庭科の学�

習だけでは得られない�多くのことも学んでほ�し�い�

と願った。その中で，�自分たちの健康のために多�

くの人たちがかかわっ�ていることや，その愛情に�

も気づいてほ�し�いと願った。�　�



〈基本型〉針金で骨組み＋和紙�

〈製作のまとめ〉　�
  作品の紹介　パンフレット編�

〈応用型〉その他の身近な材料�
　　　　　（流木，角材，木の枝，毛糸など）�
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手づ�く�り�を通�し�て，�自信や達成感を持たせる指導�
～手づ�く�り�教材の工夫　�“癒�し�系”�電気�ス�タ�ン�ド�の製作～�

静岡県静岡市立清�水第五中学校　�山口　一彦�

の実践�
�

1．は�じ�めに�

　�「まず作ろう。自分の手で作�ろう。�」これがスタ�

ー�ト�である。家庭生活の中で使�用�し�ているものの�

中に，自らの手で作り�上げた“もの”の数はあま�

りに少ない。手に取っ�たものの価値，ものを見る�

目，製作上の苦労や工�夫，思い入れは作った経験�

のある人間のみ得られ�る。製作の最終段階でコン�

セン�ト�に繋げ，ランプが点灯�し�た時の生徒の歓声�

は何にも代え難いもの�である。手作りを多く取り�

入れた場では，相談，�協力，賞賛，ア�ド�バイス交�

換といった行為が必然�的に増加�し�，達成感へとつ�

ながる。�

　�“�ものづくり”�の大切な要素と�し�て，実は�「段取�

り，材料の見極め�（材料集め・選別）�」が占める割�

合は大きい。また，手�づくりはＴＶ等でも取り上�

げられることが増え，�関連書籍を多く目にするよ�

うになっている。作品�のテーマを�“癒�し�系”�“なご�

み”などと�し�手作りの良さと�し�て前面に出�し�てい�

る。多くの加工を経て�，材料�（原料）�から作品完成�

へと進む過程の中に，�教科の目標に深く関わる部�

分は非常に多い。さら�に，形だけのものづくりを�

よ�し�とする風潮は，学校が抱え�る諸問題の原因の�

ひとつにも関連�し�ている気がする。今回は，�一般�

販売されている書籍を�ヒン�ト�に，電気スタン�ド�の�

製作を題材に設定�し�，研究テーマに迫ろうと�考え�

た。�

2．研究内容�

（1）�題材を設定する上で�

　ものを作る楽�し�さを味わい，学んだことを�生活�

に生か�し�，生活を創造する力に結びつ�くように，�

重点項目を定めた。�

・�つ�く�る�楽�し�さ�を�味�わ�え，生�活�の�中�で�生�か�す�（�使�

う）�ことができる題材�

・達成感，満足�感を味わえるもの�

・材料�（温かみがあるこ�と，�素材の良さを生か�すも�

　�

　�

　�

　�

　�

の）�の多くを，身近�から調達できる�

・製作において個々�が問題解決の能力が�高まる学�

習活動の工夫�

（2）�生徒の実態の捉え�

　生活体験の有無でなく，�課題を前に�し�たときの�

生徒の発想に注目�し�た。例えば，ランプシェー�ド�

の傘の部分の骨組みを，針�金を使用�し�て作る場面�

がある。２本の鉄の針金を�十字に交差する場面が�

生�じ�た時，�「どのような方法を用い�て固定すればよ�

いか」と自分の考えを持つ�生徒は少ない。せいぜ�

い�「ボン�ド�でつける」�「ひもで縛る」�と現実的でな�

い。も�し�，そのような方法で行っ�た時に直面する�

であろう「作業の可否」�，�「強度」�，�「作りやすさ」�

等々にまでは思考が及ばな�いのが実態である。�

　体験の少なさからくる反�応とは別に，�「どのよう�

に」解決�し�たらよいのか，という�意欲の欠如が根�

底にあると感�じ�た。そこで，�

・設計から材料集め�

・製作方法，手順の確立�

・まとめ�（作品ア�ピ�ール）�

までを，個々に任せ，見通�し�と責任を持って製作�

することを大きな課題に設�定�し�た。必要感をもと�

に構成�し�た学習，やってみて初め�てその価値を知�

る道筋を大切に�し�ようと考えた。そうい�った中で，�

現�実�的�で�具�体�的�な�加�工�方�法�（�細�い�針�金�で�ず�れ�な�い�

ように縛り，ハンダで固定�する，手順を考えるな�

ど）�を見つけ出す動きを目指�し�た。�自ら方法を考え�

出すことができた生徒や，�強い疑問に対�し�ア�ド�バ�

イスを得ることのできた生�徒の意欲や習得できた�

技能は，非常に高いもので�あった。�

（3）�製作物�

①傘�（シェー�ド�）�の骨組み作り�

・骨組み部分を針金で製作�

・ハンダごてを使って，接�合部を固定�

②骨組みに和紙を貼る�

③プラグからソケッ�ト�までの加工は，全生徒の�共�

通加工とする�

○学校で用意�し�た材料�

　電源プラグ，コー�ド�，ソケッ�ト�，白熱球，スイ�

ッチ）�

○学校で用意�し�た工具�

　はんだごて60W，ペンチ�，ニッパー，ラジオペ�

ンチ，ミニ万力，�ド�ライバー�

○個人で用意する材料�

　針金�（鉄）�16番前後，和紙，のり，�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（4）�製作を行う上で�…発想力や応用力をつ�ける�

　　�具体的な視点�

・準備とは�（長さを揃えるために�，�短く切る？　長�

く切る？）�

・針金をまっすぐにするの�には，どちらがやりや�

すい？　長い？　短い？�

・手順を考えよう。簡単に�正確につくるために。�

（不都合なことを味わう�）�

・�機�械�的�性�質�を�理�解�・�応�用�・�予�測�し�よ�う�（�体�験�で�

学ぶもの・知識で）�

（5）�「情報とコンピュー�タ」との領域との関連�

　�「�も�の�づ�く�り」領�域�の�中�で「情�報�と�コ�ンピ�ュ�ー�

タ」領域での学習をよ�り実用的に�し�ようと考え，�

コン�ピ�ュータを使用すること�の長所を生かせる場�

面では，できる限り活�用�し�た。特に，作品のアイ�

ディアを練る設計時と�製作のまとめに活用�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

3．成果と課題�

　�『�評�価�カ�ー�ド�』の�中�で，�「何�を，ど�う�頑�張�っ�た�

の？」�「この授業では，�何を考えたかったの？」�「イ�

メージに近づくために�，やろうと�し�たことはでき�

たの？」などを常に問�うことで，具体的で意欲的�

な記述が増えた。個人�評価の質の向上に合わせ，�

作品の質の向上がはっ�きりみられた。�

　今まで，買うことで�し�か手にする機会がなかっ�

たものが自分の手で作�り出せたことは，本人にと�

って大きな驚きと自信�になり，感想の中にもその�

ことに対�し�ての記述が多かった。�

　できるだけ既製品を�使わない製作は，作業の中�

で多くの失敗を生んだ�。部品加工を正確に行いな�

がらも，組み立ての手�順を考慮�し�なかったために，�

再度作り直�し�の必要が生じたり，頭�や紙上での計�

画が実際の作業とかけ�離れたり�し�た。こういった�

体験は，それひとつと�っても，ものを作ることの�

大変さを学び，またそ�れを克服できたときの大き�

な喜びを味わうことが�できた。�



評価１：目標に準拠した評価�
評価２：生徒の自己評価�
評価３：生徒の自己実現に役立てる評価�

図１ 各評価の関連�

図２  本時の到達目標�

図３  �
自己評価欄�

今日の「レベルＢ」�●チェックポイント�

□ネジ部の長さ�
・30mm�
□ネジ山の形状�
・まっすぐか�
・均等な間隔か�
・つぶれていないか�

教師�

目標�

題材�生徒�

規準�

評価2 評価3

評価1

結果�

活動�

10　KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.42-3 KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.42-3　11

1．は�じ�めに�

　技術・家庭科は，実�習をとお�し�て学ぶことから，�

自分の学習状況を具体�的に確認することのできる�

教科といえる。学習指�導要領に示された教科の目�

標を達成すべく教育課�程を組み，その実現に向け�

て教師が生徒の実態等�に配慮�し�ながら適切な指導�

を行えば，子どもたち�は，日頃の学習活動の中で�

自分の学習成果を具体�的に確認することをとお�し�

て，自信や自己肯定感�を持つようになると考える�

からである。とはいえ�，教師の指導に工夫が無く�

ては，子どもたちにそ�のような態度を身につけさ�

せることはできない。�

　実は私は昨年度現場�に復帰�し�たばかりで紹介す�

る事例を十分に持ち合�わせてはいないのだが，乏�

し�い実践の中からその工夫に相�当する事項と�し�て，�

評価について少�し�述べさせていただきたい。�

　�

2．生徒の活動と評価�

　生徒に自信や自己肯�定感を持たせるためには，�

評価の在り方が重要と�考える。教師による適切な�

評価はもちろんのこと�，生徒の自己評価能力を伸�

長させることは，生徒�に自信や自己肯定感を持た�

せるうえで不可欠であ�る。�

　評価の機能を整理�し�てみると，概ね次の３つに�

まとめることができる�。�

　�①教師から見て教育�の改善のために役立て�る�

　②生徒からみ�て豊かな自己実現に役�立てる�

　③社会的な影�響への対応�

　①は，指導が目標に�照ら�し�てどのように行われ，�

その結果，生徒が目標�の実現に向けてどのように�

変容�し�ているかを明らかにする�機能のことである。�

この機能は，生徒の学�習が適切な方向に向いてい�

るか，また，生徒のつ�まずきを改善するためにど�

のように支援�し�ていけばよいかを明らか�にする，�

つまり指導と評価の一体化�につながることは言う�

までもない。�

　②については，生徒が自�らの学習状況に気づき，�

自分を見つめ直すきっかけ�となり，その後の学習�

や発達を促す機能を意味�し�ている。�

　体験・経験不足と言われ�る現在の子どもにとっ�

て，技術・家庭科で学ぶこ�とは新�し�い知識や技能�

であることが多い。生徒に�自分の学習状況を判断�

するだけの経験が乏�し�い分，教師が評価という形�

で情報を提供�し�支援�し�てやる必要がある。また，�

この繰り返�し�によって，生徒が自分の中�に評価規�

準を蓄積�し�，自ら学習状況を評価�し�，その結果に�

基づいて活動ができるよう�な自己評価能力を身に�

つけさせることは，自信や�自己肯定感を育てる上�

では重要である。�

　③については，本稿では�省略する。�

　以上の関係を，�図１�のようにまとめてみた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

自信や自己肯定感を育てる評価の工夫�

長崎県諫早市立諫�早中学校　�木下　春生�

3．具体的実践�

　�図１�の内容に沿って，平成18年�度に実践�し�た例�

を紹介する。�

（1）�到達すべき状態�の提示�

　�評価１�は，教師がその時間の生�徒の学習状況に�

対�し�て行う目標に準拠�し�た評価である。�評価２�は，�

生徒がその時間の取り組み�状況に対�し�て行う自己�

評価である。評価１と評価�２は，評価の主体は異�

なるが目標は同一である。�また，同一でなければ，�

評価１は適切な評価にはな�らない�し�，生徒に対�し�

て与える情報と�し�ての�評価３�は適切に機能�し�ない。�

そこで，各評価が適切に機�能するためには，生徒�

にその時間の目標を正�し�く認識させる必要があ�る。�

そこで，毎時間配付するプ�リン�ト�や，授業の流れ�

を説明するプ�レ�ゼンテーションの冒頭等�に，�図２�

のように本時が終了�し�た時に，到達すべき状態�を�

示すことに�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�自己評価能力を�育てる�

　現在の子どもたちは，自�己評価能力が低いとか，�

自己の評価を不当に低く設�定�し�て�し�まう傾向があ�

るという話をよく耳にする�。この理由についての�

議論は割愛させてもらうが�，そのような子どもた�

ちに自信を持たせることは�，教育活動を円滑に進�

め，教育目標を達成するた�めに重要な要素である。�

　そこで，日頃の授業をと�お�し�て自己評価能力を�

高めるための取り組みを�し�てみた。�図３�は，毎時�

間生徒に配付するプリン�ト�の末尾に添えた自己評�

価欄である。生徒には前後�期の最初に目標に準拠�

し�た評価の概要について説�明�し�ておき，�（1）�で説明�

し�た状態に対�し�て自分の到達度をＡＢＣ�にプラス�

アルファ�し�た自己評価と，その評価の根�拠を記述�

させる。それに対�し�て，私の方からは教師の目�で�

評価�し�た結果と，その根拠や生徒�に不足�し�ている�

点，励ま�し�などを記入する。これを�繰り返すこと�

で，生徒内に適切な評�価の規準を構築させ，学習�

活動を適切な方向に導�き，自信や自己肯定感を養�

おうというものである�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（3）�評価を支える諸条件�

　生徒に自信や自己肯�定感を持たせ，その後の学�

習や発達を促すための�評価を行うには，評価が適�

切に行われるよう諸条�件を整える必要がある。�

①題材�

　使用する題材につい�て，次の視点からチェック�

を行った。�

ａ．生徒の興味・関心がある。�

ｂ．�目標を達成するために適�し�ている�（指導内容が�

網羅されている）�。�

②単位時間あた�りの学習量�

　単位時間内に，目標�とする学習を余裕をもって�

完了�し�，自己評価を行う十分�な時間が確保される�

よう指導計画を立てた�。�

③学習環境�

　目標に準拠�し�た評価が適切に行われるため�には，�

工具等の管理も重要な�要素である。刃物や測定器�

の調整，消耗品の管理�に気を配る必要がある。�

　�

4．まとめ�

　本稿で紹介�し�た内容は，何も目新�し�いものでは�

なく，古くから実践さ�れてきたものである。ただ�

し�，教師のねらいを反映させ�なければ，折角の実�

践も効果が発揮されな�い。今回は，表題の手段の�

１つと�し�て評価をとりあげ，それぞ�れの評価に意�

味を持たせるために活�用�し�てみた。本稿の取り組�

みは，私が着任�し�た昨年度に，前期の生徒の�状況�

をもとに，後期から実�践を始めたものであるため，�

実践の成果を何らかの�数値で示す段階には至って�

いないことをお許�し�いただきたい。�



ゴムの片端を縛り付けてから通す生徒�

みんなで記念写真�
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技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

北海道室蘭市立�東中学校　�桑村　弘子�

被服製作を通�し�て実感する力�
～平面か�ら�立体へ～�

がされ，全体で取り組んで�みることとなった。�

　�

3．指導計画�

・わた�し�たちの衣生活�

　①衣服のはたらきを考え�よう……………２時間�

　②衣服を選ぼう…………�…�（１年生の入学時に）�

　③衣服の手入れと補修を�し�よう…………２時間�

　④衣服�の�計画�と�再利用�に�つ�い�て�考�え�よ�う�…１時間�

・わた�し�たちの衣服製作�

　①衣服の構成を知ろう…�…………………１時間�

　②製作の計画をたてよう�

　　・布について�

　　・ミシンの操作   ……�…………………２時間�

　　・アイロン�

（陸上記録会のハチマキ作り�）�

　③つくってみよう�

　　ハーフパンツ�

　　・採寸・裁断…………�…………………１時間�

　　・ポケッ�ト�付け………………………�…２時間�

　　・すそ縫い……………�…………………１時間�

　　・また上縫い…………�…………………２時間�

　　・また下縫い…………�…………………１時間�

　　・胴回り縫い…………�…………………２時間�

　　・ゴム通�し�……………………………�…１時間�

　　・仕上げ，反省………�…………………１時間�

1．は�じ�めに�

　私たちが目指す家庭�科教育は，一人ひとりが実�

践的・体験的な学習活�動を通�し�て，生活の自立に�

必要な衣食住に関する�基礎的な知識と技術を習得�

し�，課題をもって生活をよりよ�く�し�ようとする能�

力と態度を育てること�である。�

　少ない時数をより有�効に使い，実践的・体験的�

な学習活動を中心と�し�，仕事の楽�し�さや完成の喜�

びを体得させたいと日�々考えている。�

　�

2．被服への取り組み�

　どう�し�ても製作に長い時間を必要と�する被服製�

作は敬遠�し�てきた時期があった。ミシ�ンの不備，�

生徒の経験不足からく�る進度の差などで従来の製�

作品ではとても取り組�むことができない。かとい�

って生徒の実態調査の�アンケー�ト�によると，ファ�

ッションや着ることに�は興味が高いものの，現実�

は，小学校でエプロン�，中学校でもエプロン，さ�

らに高校でもエプロン�と同�じ�教材になっているこ�

とも多く，各学年によ�っての目標が違うにせよ，�

エプロンが魅力的な教�材といえるのかどうか，短�

い時間で「作る喜び」�を与えられるのかどうかも�

疑問であった。�

　家庭科教員と�し�て，自分で衣服を作るとい�う学�

習は大変魅力的である�。好みの布や材料を使い，�

イメージ�し�たものを平面ではなく立体�的に作り上�

げることができたら本�当に世界が広がる。反面，�

製作に時間がかかりす�ぎ進度に差が出やすい，ミ�

シンの台数不足，整備�不良，生徒のやる気の維持，�

生徒の技能低下…おま�けに被服専門の私と�し�ては�

半端なごまか�し�ものはやりたくなかった。�

　�し�か�し�実践力を育て，達成感，成就�感を大事に�

し�たいと考えたとき，�「平面のものを立体構成�する�

衣服」が�中学生段階では必要な�のではないか�と考�

え，室蘭市の技術・家�庭科部会の中でも話�し�合い�

4．留意点・感想�

・最初にさら�し�の布を用意�し�，まち針の打ち方，�

　�し�つけの�し�かたの練習。�

・裏に実寸サイズ，縫い代�線が印刷されたものを�

使用。�

・原則と�し�ては，まち針，�し�つけ糸をかけてから�

ミシン縫い。�

・ポケッ�ト�付け，すそ縫い，また上，ま�た下の順�

に縫う。�

・縫い�し�ろの始末は�ピ�ンキングばさみ。�

・細かな進度表と，ポイン�ト�ごとのチェック項目�

を設け，毎時間の個人の�進み具合を評価できる�

ように�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

5．まとめ�

　平面であった布から�立体的なハーフパンツにな�

るまで，毎時間が驚き�と感動だった。最初は，今�

自分が縫っているとこ�ろがどこにあたるのか解ら�

ない子も多く，形にな�ったときに上げる歓声は十�

分製作意欲喚起につな�がった。このたび被服製作�

に取り組むに当たって�の心配はなんだったのだろ�

う。�

　�

・気づいたら一クラス�の人数が少なくなっていた。�

（以前は40人以上の時も……�）�

・ミシンの台数が足り�ないのなら市内他校から借�

りればいい。�

・時間のかかる型紙作�りは省略，かえって不正確�

になりやすい�し�る�し�付けも無�し�。�

・縫う手順は能率的に�順番を変えて。�

・きめ細やかな進度表�形式と，毎時間のチェック�

（先生に見せて，評価を�し�てもらう）�によって，�

進度もばらばらにならず，�見事に３クラス84人�

が完成できた。�

　�

　被服製作は失敗させ�たくない。丁寧な目配りと�

教具の適切な準備があ�れば，達成感を持ち，自分�

のついた力を確信でき�る学習となる。時間の制約�

があるのだから教師側�の割り切りも必要だと思う。�

どこを基礎と�し�大事に�し�ていくかを押え，今後も�

取り組んでいきたい。�

・作っているときはめっ�ちゃ楽�し�かった。最�

初布をきめた時できるかなー�と思っていた�

けど，先生の言うとおりに順�番に縫ってい�

くことで形になっていってと�っても面白か�

った。ゴム通�し�の時，ゴムが何回も中に入�

って大変だった。�

・ハチマキを縫っていた�からミシンがとって�

も上手くなったと思う。最初�の頃のポケッ�

ト�付けはあまり上手くない。�もって帰るの�

がとっても楽�し�みです。�

・ハーフパンツが予想と�全然違う構成になっ�

ていたのには驚いた。こうや�って自分の着�

るものが出来ることがすごい�と思った。ま�

た機会があったら作ってみた�いと思う。�

・ポケッ�ト�をひとつ�し�かつけられず残念だっ�

たが，完成�し�てよかった。最初に練習�し�た�

さら�し�の布は，並み縫いだけでもと�っても�

下手だったと思う。いまなら�もっと上手に�

縫えるはずだ。アイロンをか�けるのもすご�

く楽�し�かった。感動�し�た。�



ツヤツヤのとれたて「越の丸なす」�
まるで宝石のように輝いている。�

「おぼろ汁」に片栗粉を入れると、�
おぼろ豆腐は沈まない。�
見た目もきれい。�

「笹ずし」に使われる笹には�
防腐効果、酢には殺菌効果。�
蒸し暑い夏の工夫だ。�

けんさいめし� おぼろ汁� ぜんまい煮�
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郷土料理学習が育む�，�ふる�さ�と�・�家族への愛情�

新潟県糸魚川市立�能生中学校　�百目鬼　�香保里�

1．は�じ�めに�

　新潟県では，今年度�第46回関東甲信越地区中学�

校技術・家庭科研究大�会新潟大会が開催される。�

私たちはその分科会の�ひとつと�し�て「郷土料理」�

をテーマに実践を進め�ている。目指す生徒の姿に�

迫るために取り組んで�きた郷土料理の学習が，生�

徒の内面にもたら�し�た変化を�「自己への自信」�「郷�

土への愛着」という視�点からまとめてみたい。�

　�

2．なぜ今「郷土料理」か�？�

　洋風化，ファス�ト�フー�ド�化など日本人の食生活�

はこの30年でかつてな�いほどの変化を遂げた。こ�

れらが原因と考えられ�る生活習慣病の若年化は社�

会問題のひとつでもあ�る。また，全国津々浦々ま�

で行き渡るコンビニ網�は食の一律化を招き，地域�

の食という独自性をも�薄めて�し�まっている。�

　上越地区の中学生を�対象に�し�た調査では，好き�

なメニューは「焼き肉�」�「ハンバーグ」�「カ�レ�ー」�

が上位を占め，魚料理�や野菜料理は敬遠されがち�

である。また，郷土料�理への興味・関心は薄く，�

知識や技術を身に付け�たいと考える中学生は少数�

であり，この傾向は海�や山の自然に恵まれた環境�

の本校能生中学校でも�同様である。�

　�

　�

　�

　�

3．題材とねらい�

（1）�題材名�　　２年生「地域食材と郷土�料理」�

　　～郷土料理のよさ�を発見�し�よう～�（12時間）�

（2）�目指す生徒の姿�

　郷土料理や地域食材のよ�さを理解�し�，郷土料理�

に親�し�み，健康的な食生活に生か�し�ていこうとす�

る生徒�

（3）�指導計画�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（4）�主な手立て�

　生徒が能生地域の食文化�の特徴や食材の豊かさ�

に気付き，郷土のよさを発�見�し�郷土料理を誇りと�

感�じ�ることができるように�するために，次のよう�

な実践的・体験的な手立てを講じた。���

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�食生活推進ア�ド�バイザーとの郷土料理�実習�

　�「郷土料理はおい�し�くない」�「食べたことがない�

から親�し�みがない」と答えた大勢�の生徒の認識を�

変えるチャンスがこの実習�である。地域のア�ド�バ�

イザーの方と共に行ったこ�の実習は郷土料理の手�

軽さやおい�し�さに気付く最高の体験の場�となった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（3）�郷土料理に生き�る先人の知恵に気付く�

　郷土料理に使われる食材�や調理法には，その土�

地の気候や風土に適�し�た知恵が生かされている�。�

「古めか�し�い地味な料理」の郷土料理が�何世代に�

も渡って継承されてきた理�由や，情報が豊かでは�

なかった時代の昔の人々の�知恵と工夫に，生徒は�

驚きと尊敬の気持ちを抱く�きっかけとなった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

5．成果と課題�

（1）�成果�

　学習前，郷土料理に�対�し�て負のイメージを抱い�

ていた生徒たち�（前出）�は，郷土料理への新たな思�

い，ふるさと能生への�愛着と先人への尊敬の思い�

を次のように述べてい�る。�

　また，家族と正月料�理を作ったＫ子は母の味を�

引き継ぐことの期待を�次のように綴っている。�

　�
　�

　�

　�

　�

　�

　�

　これらの感想から，�地域の人と触れ合ったり地�

域のよさを発見�し�たり�し�ながらの郷土料理の学習�

は，家族の絆・地域の�絆に目覚めさせ，人間と�し�

ての豊かな心や生き方�を育むきっかけとなり得る�

のではないかと感じて�いる。また，さまざまな考�

え方や価値観に触れた�り，他者に褒められ励まさ�

れる体験は，生徒の意�欲を喚起�し�自信につながる�

ことも感�じ�取ることができた。余談�であるが，学�

習が進むにつれて生徒�の郷土料理の感想に「温か�

さ」が感�じ�られるようになったこと�が嬉�し�い。�

（2）�課題�

　食の学習に限らず，�他の分野の学習においても�

さらに多岐に渡る地域�の人たちとの交流の機会を�

模索�し�，学習過程に取り入れ�たい。また，学習カ�

ー�ド�等を活用�し�た評価の工夫に力を入れ，個�々の�

生徒の意欲の喚起と継�続に取り組みたい。�

１次�

一�言�でい�っ�て�や�っ�ぱ�り�おい�し�いで�
す。切�っ�て�い�る�と�き�も�「�す�ぱ�っ�!!」�と�
い�う�感�じ�で�新鮮�だ�と�思�い�ま�し�た�。�み�
ず�み�ず�し�い�と�い�う�感�じ�で�す。�食べ�て�
み�る�と�ほ�か�の�なす�と�違�っ�て�ほの�か�
に�甘�み�が�あ�り�ま�し�た�。�今日�は�丸�な�す�
を�食�べる�こ�と�が�で�き�て�よ�か�っ�た�で�
す。�ま�た�食べ�た�い�で�す。�（女子）�

【学習前：能生中生徒の郷土料理に対する気持ち】�
・�お�い�し�く�な�い�。�食べ�る�機会が�な�い�か�ら�興味が�な�い�。�（Ａ男）�

・何も知らない。野菜ばかりの料理。� （Ｂ男）�

・�祖�母�が�よ�く�作�る�の�で�食�べ�て�い�る�。�で�も�地�味�な�食�べ�物�だ�。�（�Ｃ�男�）�

・食生活推進ア�ド�バイザーなど，�地域の人との調理体験�
の場の設定。�
・旬の地域食材を取り入れた調理実習。�
・郷土料理の食材や調理方法を科学的に�検証�し�，�先人の�
知恵に気付く場の設定。�

食生活の振り返り�
・仮想�レ�ス�ト�ランでのメニュー注文�

２次�
日本食のよさ，地域食材のよさ�
・学校給食の献立から�

３次�
郷土料理と地域の食文化�
・全国の特徴的な雑煮と地元の雑煮を比�較�

４次�
郷土料理実習�
・食生活推進ア�ド�バイザーとの調理体験�

５次�
郷土料理に生きる先人の知恵�
・食材や調理方法を科学的な視点から検�証�

６次� まとめ� 　普段食べないので，�食べるのにちょっと勇気がいるけ�
れど，�食べてみるとすごくおい�し�くて家でも食べようと�
思�い�まし�た。そし�て�作�り�た�い�と�思�い�まし�た。昔�か�ら�伝�
わっている料理なので，�未来にどんどん伝えていきたい�
と思いま�し�た。� （女子）�

　地�域�で�と�れ�る�食�材�を�有�効�に�使�っ�て�い�る�と�思�い�ま�し�
た。冬�で�も�食�べ�物�に�困�ら�な�い�よ�う�に�天�日�干し�にし�て�保�
存�し�たり，�栄養面や衛生面でもとてもよく考えられ�てい�
て，昔の人はすごいと思います。� （女子）�

（前略）�今まで，�古くさい感�じ�のお正月料理には手を付け�
ようとも�し�ませんで�し�た。�でも，�今回は何時間もかけて�
作るおばあちゃんやお母さんの姿を見て�，�なんでも食べ�
ようと感�じ�ま�し�た。�お母さんは，�自分の母親が作るおせ�
ち料理が一番おい�し�いと感�じ�ているそうです。�私もお母�
さんが作る料理が一番おい�し�いと思います。�私もお母さ�
んになるときには，�必ずお母さんの味になるように�し�た�
いです。�

　地域でとれた食材を�使う郷土料理は日本食の代�

表であり，健康食の代�名詞ともいえる。その郷土�

料理のよさをさまざま�な視点から理解�し�て食生活�

に取り入れてほ�し�いと願い，この学習を始め�た。�

　�

4．授業と生徒の様子�

（1）�旬の地域食材を取�り入れた調理実習�

　学校給食栄養士から給食�献立を例に地域食材の�

よさについて話を聞いた後�，能生の名産「越の丸�

なす」や水揚げされたばか�りのアジを使った調理�

実習を�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　地元でとれるものを使っていて，�自分たちの体によい�
ことが分かった。�また，�簡単に作れる�し�おい�し�いものが�
たくさんあることが分かった。� （A男）�
　食卓に並んでもやっぱり地味だけれど�，�味は素朴で名�
脇役といってもいいものだと思う。� （B男）�
　郷土料理はその土地独特の文化だと思�う。�そのような�
文�化�を�未�来�に�残�し�て�い�く�こ�と�は�と�て�も�大�切�な�こ�と�だ�
し�，絶対必要なことだと思う。�僕自身も郷土料理を伝え�
ていく活動を�し�ていきたい。� （D男）�
　郷土料理について興味もなかったけれ�ど，�学習�し�てみ�
て�「�昔の人はすごいな」�と思い，郷土料理を見直�し�ま�し�
た。�作るのも簡単だ�し�，�体にもよい�し�，�どれも温かみが�
ありおい�し�かったです。� （A子）�
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技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

するため，丸棒�（φ24）�を使用�し�た。�

　さらに安全作業の徹底に�配慮�し�た。カンナやノ�

ミなどの手工具，ルーター�や角のみ盤・ベル�ト�サ�

ンダーなどの電動工具は便�利な反面，間違った使�

い方をすると大きな事故に�つながる可能性がある。�

怪我防止のために，�教師が説明�し�ている時は，�集中�

し�て話を聞く態度を習慣づ�けることが大切である。�

⑤金箔の歴史と技�法を学ぶ�

　製作活動ばかりではなく�，石川県金沢市で金箔�

産業が発達�し�た理由を考えさせ，箔団地�の職人を�

講師と�し�て招いて話を聞かせて頂�いたり�し�，今後�

の生活に意味深いものとな�り生き続けていくよう�

にと考えた。�

・『金沢の金箔』ビデオ鑑�賞�

・ゲス�ト�ティーチャーによる，金�箔貼り体験�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

⑥金箔の特徴を生�か�し�たデザインと金箔�貼り�

　文字のデザインは，好き�な言葉や名前をパソコ�

ンに入力�し�，文字サイズやフォン�ト�を決め，印刷�

機を使用�し�カッティングシー�ト�に打ち出�し�て，金�

箔の型を製作する。�

　さらに模様のデザインに�おいても，カッティン�

グシー�ト�をカッターで切り抜き，�金箔の型を製作�

し�て使用することと�し�た。�

⑦塗装とテープ巻�き�

　塗装には，環境に優�し�い水性顔料着色剤を採�用�

する。テープ巻きについて�は，�ト�ー�ト�バッグの取�

っ手に使用されている丈夫�な綿テープを座板に巻�

くことと�し�た。色は見本から２色選ぶこ�とと�し�た。�

⑧振り返りと鑑賞�

　製作品を振り返り，感想�と反省をまとめる。さ�

らに，お互いの作品の鑑賞�会を行い，感想・反省�

の発表を行うことと�し�た。�

　学習形態については�，選択技術を希望�し�た３年�

生18名の生徒での製作�と�し�た。少人数であるため，�

細部にわたっての指導�が行き届きやすい点をねら�

いと�し�たものである。�

　�

4．研究の成果と課題�

　選択教科という教科�の特性を考え，さらに単に�

「製作をする」という�ことだけではなく，製作を�

通�し�て，さまざまなものを考�え，体験�し�，それが�

生徒にとってのこれか�らの生活の中で有効に生か�

されていく内容を模索�し�ながらの研究であった。�

伝統産業を取�り�入れた題材�と�指導法の工夫�
～�「金箔・桜椅子」�の製作～�

石川県金沢市立港中�学校　�坂本　久�

　特に，題材の設定�

において「金箔・桜�

椅子」を実践�し�たこ�

とは，材料の由来や�

製作過程のみならず，�

完成�し�，自宅に持ち�

帰ってからも家族と�

共に大切に使用�し�て�

いくことのできる貴�

重な経験になったと�

考えている。�

5．おわりに�

　多くの商品がめまぐ�る�し�く入れ替わり，それら�

を安価で大量に手に入�れ消費する社会において，�

今回の製作が貴重な体�験と�し�て生活に生かされ，�

さらに製作された金箔�・桜椅子が数十年後も，大�

切に使われていること�を祈りたい。そ�し�て，教育�

課程にある「生きる力�」を育成することにおいて，�

技術・家庭科に課せら�れている責務は非常に大き�

いということを再確認�し�た機会となった。�

1．は�じ�めに�

　今回の授業実践は，�各種伝統産業が深く根付い�

ている�「金沢市」�の地域性を生か�し�ながら，�「一生�

使える椅子」の製作を�通�し�て「本物の良さ」を体�

験させたいという想い�から取り組み始めた。�「�じ�っ�

くり長く使う」作品作�りに必要な要素と�し�て地域�

性に注目�し�，素材と�し�て実践校の近くにある「菊�

知坂の桜」を肘掛けに�使用することと�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　ま�た�，�今�回�の�題�材�の�金�箔�は�，�職�人�が�純�金�を�

1/10000㎜の薄さに延ば�し�た伝統工芸品であり，�金�

沢市が全国の99％を生�産�し�ている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

2．実践�

　授業の実践において�は，以下のポイン�ト�につい�

て工夫�し�具体的な取り組みへと発展さ�せた。�

①椅子の機能�（座り心地の良い�椅子）�について，�

　理解をすすめ�る。�

　人間工学に基づき，�座高・肘掛けの高さ・背も�

たれの角度などを計算�し�，自分の体型に合ったオ�

ーダーメイ�ド�の椅子を製作することに�より，良い�

椅子のあり方について�学習�し�た。�

コンセプ�ト�は，�『自宅でくつろげる�椅子』�

『腰かけたまま寝て�し�まう椅子』である�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

②材料の選定�

　50年以上の使用に耐えら�れる椅子づくりのため，�

厚さ30㎜以上の南洋材�（カランパヤ）�を構造材に，�

背板には曲げ木に適�し�たブナ材，肘掛け�（手掛け）�

には，地元産桜材を選んだ�。�

③けがき，のこぎり�びき，かんながけな�どの�

　１年生の時に学ん�だ技術の復習�

　かんな等の手工具の基本�を今一度押さえ，かん�

な削りコンクールを実施�し�た。�

④部材の加工・組み�立て�

　加工精度を高め，剛性を�上げるために，手工具�

で�し�か加工できない行程と�，機械の方が精度が上�

がる行程に分け，すじけび�き，大型クランプ，角�

のみ盤，ルーターなどの便�利な道具・機械を積極�

的に導入�し�た。�

◆�「座り心地を良く�するための工夫」�

　座った時に前の幅が広く�，後の幅が狭くなって�

いる。さらに，座高の後が�前より３㎝低くなって�

いる。前後左右の寸法が違�い各接合部の角度が異�

なるため，穴あけには専用�の治具を使用すること�

と�し�た。横方向の直角以外�のほぞ穴加工を容易に�

　�「菊知坂」の桜�とは�
　森本中学校の校舎横に�ある菊知坂にあり，�春�

に�は�素�晴�らし�い�環�境�を�生�徒�た�ち�に�与�え�て�き�た。�

生�徒�に�と�っ�て�は�昔�か�ら�の�思�い�出�深�い�桜�並�木�で�

あったが３年前，�道路改修に関わる工事�によっ�

て，そのほとんどが切り�倒された。�
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　平成16年度～�18年度の３年間，�文�

部科学省指定研�究開発学校と�し�て，�

大田区立矢口小�学校，安方中学校�，�

蒲田中学校３校�で研究を行った。�

　�レ�ベ�ル�１�か�ら�レ�ベ�ル�４�に�分�け�た�

「教育課程基準�表」とそれぞれの�学�

年において「評�価基準」の作成を�行�

い学習を進めた�。�

　ものづくりを�中心にすえた小中�一�

貫の研究は全国�でも初めてであり�，�

技術立国と�し�て日本の技術�教育を考�

え直す研究と�し�て，小学校では「�も�

の�づ�く�り�科」�，中�学�校�で�は「Tech-

nology Education科」と�し�て�小�中�一�

貫・他教科との�連携を重視�し�た研究�

を進めた。　�

　新教科と�し�て小学校では�手探りの�

状態ではあった�が６年生では地域�の�

歴史に関係する�「矢口の渡」を取�り�

上げ，渡�し�舟の製作を行っ�たり，地�

域の公園を改造�するというプロ�ジェ�

ク�ト�を見事にやりと�げた。�

　中学校では社�会と技術にかか�わる�

ものづくりと�し�て，エネルギー�と関�

連させ風力発電�を授業に取り入�れ，�

理科教員との協�働授業や社会科�教員�

と社会における�ものづくりの重�要性�

を説いた。また�，地域の商店街�に協�

力を要請�し�，協力店に必要�なものの�

製作を行い，コ�ミュニケーショ�ンを�

駆使�し�て地域に役立�つものづくりを�

行った。�

　今回の研究の�大きな目的と�し�て，�

この教科の必要�性をア�ピ�ールするこ�

とがある。その�ため児童・生徒�・保�

護者へのアンケ�ー�ト�を実施�し�変容を�

実証する必要が�あった。�

　�「�こ�の�教�科�の�学�習�は�楽�し�い�で�す�

か」という質問�に調査時期の学�習内�

容によって多少�の差が出るもの�の，�

「そう思う」�「どちらかとい�うとそう�

思う」と答えた�児童・生徒は９�学年�

平均で90％を超�えるという高い�数値�

を示�し�た。�

　�「この教科の学�習は好きですか」�と�

いう質問に９学�年の平均は83％�を示�

し�，児童・生徒の�成就感が味わえて�

いることが窺�えた。�

　今回の研究�では，�「社会と技術�」�を�

学ぶことで，�キャリア教育を�見据え�

たことにもつ�ながり，�「この教科の学�

習は，自分の�将来の役に立ち�そうで�

すか」�という質問では，�「役立つ」�が�

小学校で80％�を超え，中学校�でも地�

域や社会と直�接かかわった学�年では�

85％の回答を�得ることができ�た。�

　保護者に至�っては児童・生�徒以上�

にこの教科に�期待�し�ている結果を得�

ることができ�た。�

　本研究の仮�説「よりよい社�会を創�

造�し�，支�え�て�い�く�技�術�的�素�養�が�育�

つ」は達成で�きたと考える。�
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教�育�基�本�法�の�改�正�を�受�け�て�緊�急�に�必�要�と�さ�れ�

る教育制度の改正について�（答申）�の概要�
平成19年３月10日　中�央教育審議会�

　�

第Ⅰ部　総論�

○改正教育基本法にお�いて示された新�し�い時代の�

目指すべき教育の姿を踏まえ�，今後，学校教育，�

社会教育等各分野の諸法の見�直�し�を行うことが�

必要。本答申は，このうち緊�急に改正が必要と�

される制度についての考え方�をとりまとめたも�

の。�
　�

第Ⅱ部　各論�

1．教�育�基�本�法�の�改�正�を�踏�ま�え�た�新�し�い�時�代�の�学�

校の目的・目標�の見直�し�や学校の組織運営体�制の�

確立方策等�（学校教育法の改正�）�

（1）�概要�

○�義�務�教�育�の�目�標�を�新�設�す�る�と�と�も�に�年�限�を�9年�

と規定�

○幼稚園から大学まで�の各学校段階の目的・目標�

の見直�し�と学校種の規定順を幼稚園�から始める。�

○学校評価及び情報提�供の規定の新設�

○副校長�（仮称）�，主幹�（仮称）�，指導教諭�（仮称）�の�

職の創設�

○大学等の履修証明の�制度化�

（2）�留意事項�

○教育基本法及び学校�教育法の見直�し�を踏まえた�

学習指導要領の見直�し�

○義務教育年限につい�ては長期的な検討課題�

○学校の第三者評価の�在り方について更に検討�

○副校長，主幹，指導�教諭の職にふさわ�し�い給与�

体系・定数改善等について今�後検討�

○大学の履修証明の社�会的評価を高めるための具�

体的な方策等の検討�
　�

2．質�の�高�い�優�れ�た�教�員�を�確�保�す�る�た�め�の�教�員�免�

許更新制の導入�及び指導が不適切な教�員の人事管�

理の厳格化�（教育職員免許法等�の改正）�

（1）�概要�

①教員免許更新制の導入�（教育職員免許法）�

○教員に必要な知識技能の�刷新�（リニューアル）�を�

図るため，教員免許更新�制を導入�し�，教員免許�

状に10年間の有効期間を�定める。�

○免許状更新講習を修了で�きず有効期間の更新が�

できない場合は免許状は�失効�

○現に免許状を有�し�ている現職教員について，10

年ごとに同様の講習の修�了が必要�

②�指�導�が�不�適�切�な�教�員�の�人�事�管�理�の�厳�格�化�（�教�育�

公務員特例法）�

○任命権者は，審査会の意�見を聴いて「指導が不�

適切な教員」を認定�

○任命権者は，指導が不適�切と認定�し�た教員に対�

し�，研修を実施�

○研修終了時に指導が不適�切であると認定�し�た者�

は免職等の措置を講ずる�。�

③�分�限�免�職�処�分�を�受�け�た�者�の�免�許�状�の�取�扱�い�（�教�

育職員免許法）�

○教員が，適格性を欠く等�の理由で分限免職処分�

を受けた時は，その免許�状は失効�

（2）�留意事項�

○教員の養成，採用，現職�研修等の施策の一体的�

推進，教員の処遇や職場�環境の改善等による教�

職の魅力の向上�

○免許状更新講習の内容の�充実と修了認定基準の�

明確化�

○免許状更新講習の免除の�基準の明確化，講習の�

経費負担の在り方の検討�

○「指導が不適切な教員」�の判定基準等に関する�

全国的なガイ�ド�ラインの策定を検討�

○「指導が不適切な教員」�の人事管理システムの�

迅速な対応を図る。�
　�

3．責�任�あ�る�教�育�行�政�の�実�現�の�た�め�の�教�育�委�員�会�

等�の�改�革�（�地�方�教�育�行�政�の�組�織�及�び�運�営�に�関�す�る�

法律の改正）�　�（略）�

平成18年12月15日に成立した改正教育基本法を踏まえ，多く�
の関連法が見直されることとなる。今年2月に発足した第4期�
中央教育審議会からは，制度の見直しに関する考え方が答申�
として示された。�

研究発表紹介�

教 育 情 報 �

「小中一貫した、ものを�
つくる楽しさの開発」を�
めぐって�

文部科学省研究開発学校�

全国研究会情報（平成19年度）�

第44回　全国小学校家庭科教育研究会　全国大会　北海道大会�
■期　　日　平成19年10月18日（木）～10月19日（金）�
■場　　所　［第１日］授業会場�
　　　　　　　　　　 札幌市立手稲山口小学校／札幌市立山の手南小学校／札幌市立幌西小学校�
　　　　　　［第２日］全体会場　札幌市教育文化会館�
■大会主題　新しい時代を切り拓く豊かな心と実践力を育てる家庭科教育�
■研究主題　ねがいをもち，あったかな生活を創り出す子ども�
■事 務 局　〒004-0021　北海道札幌市厚別区青葉町６丁目２番地24号�
　　　　　　　　　　　 札幌市立青葉小学校長　守谷 眞一　　電話 011-891-1500　FAX 011-891-0491

第45回　 中国・四国地区中学校技術・家庭科研究大会�
第46回　全日本中学校技術・家庭科研究大会　高知大会�

■期　　日　平成19年11月７日（水）～11月９日（金）�
■場　　所　［第１日］理事会　　　　　　　　　　　　高知会館�
　　　　　　［第２日］公開授業・分科会　　　　　　　高知市立横浜中学校�
　　　　　　［第３日］全体発表・指導講評・記念講演　高知市文化プラザかるぽーと�
■研究主題　実践的な態度で，主体的に学べる生徒の育成�
■事 務 局　〒789-0315　高知県長岡郡大豊町中村大王1057�
　　　　　　　　　　　 大豊町立大杉中学校　白井 裕史　　電話 0887-72-0034　FAX 0887-72-1056

（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/�
  chukyo0/toushin/07032003.htmより）�



鈴木寿雄 技術･家庭科文庫�ご利用の案内�

■ 開隆堂本社に設置�

● 「鈴木寿雄 技術･家庭科文庫」 の構成と利用方法 ●�

文庫の構成 (詳細は開隆堂ホームページをご覧下さい)　�

文庫の利用方法�

（開隆堂出版株式会社）�

★文庫は，技術･家庭科の前史的役割を果たした職業�

　科及び職業･家庭科に関するものを含めて，年代別�

　に次のように分類されています。�

　Ａ：昭和20年代（職業科，職業･家庭科に関するもの）　�

　Ｂ：昭和30年代（技術･家庭科の成立に関するもの）　�

　Ｃ：昭和40年代（技術･家庭科の改訂に関するもの）　�

　Ｄ：昭和50年代（技術･家庭科の再改訂に関するもの）�

★Ａ～Ｄは，さらに，それぞれ種目別に次のように�

　分類されています。�

　1：学習指導要領の作成に関わる資料（文部省）　�

　2：学習指導要領及びその解説等（文部省等）　�

　3：学習指導要領の解説・展開（一般書）　�

　4：同時代の教育実践（一般書）　�

　5：同時代の教科書・生徒用図書�

★各資料には，その内容が分かるように簡単なメモ�

　がつけられています。なお，付属資料として次の�

　ような資料も収められています。�

Ｅ：各県の技術･家庭科教育研究会の年史�

　①北海道　 ②秋田県　 ③岩手県　④千葉県�

　⑤長野県 　⑥愛知県 　⑦石川県 　⑧香川県�

　⑨徳島県　 ⑩宮崎県�

Ｆ：教育研究団体の機関誌�

　①全日本中学校技術･家庭科研究会�

　 「理論と実践」No.1～No.30�

　②日本産業技術教育学会�

　 「日本産業技術教育学会誌」No.1～No.30

（1）技術･家庭科の歴史に関心を有する教育関係者に�

　  対して広く公開します。�

（2）資料の社外貸出しは，原則として不可です。�

（3）各資料の一部コピーは，実費でお引き受けいたし�

　  ます。全体のコピーはご遠慮下さい。�

（4）文庫ご利用の際は，あらかじめ下記の係りに電話�

　  等で連絡したうえで，ご来社下さい。�

（5）土曜・日曜日ほか本社休業日はご遠慮下さい。�

■ 構成の詳細⇒ http://www.kairyudo.co.jp　■ 利用申込み⇒０３（５６８４）６１２０�

　弊社が「鈴木寿雄 技術・家庭科文庫」を開設してから，十年余が経過しました。�

　この間，教育･研究者に広くご利用いただき，学術･教育面で成果をあげています。�

　本文庫に名を拝した鈴木寿雄先生（元文部省教科調査官・横浜国立大学教授，元開隆堂�

「技術･家庭」教科書編修代表者）は，昭和30年代の技術･家庭科創設に尽力され，その後も，�

文部省教科調査官として20年間にわたって教科の改善･指導に尽されました。�

　平成３年に横浜国立大学を定年退官後，長年にわたる教育研究に関する資料を整理し，�

その中から技術・家庭科の歴史を形成した200点を超える貴重な文献を，弊社にご寄贈くだ�

さいました。�

　職業･家庭科の検定教科書発行から今日に至るまで，一貫して技術･家庭科教科書を編修し，�

この教科の振興に努力を傾けてきた弊社としましては，関係者各位に，この貴重な文献を�

なお一層広くご利用いただき，技術･家庭科の振興･発展にお役立ていただければ幸いに�

存じます。�
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